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＜連絡事項＞　
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・小笠原　久年様～朝薬の二重服薬を昼食後薬与薬時に発見している。バイタル異常無く、自覚症状の訴えも無い。田名部Ｄｒ報告し、経過観察と、明朝の朝薬は内服せずに経過見るようにと指示を受ける。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～20時～6時時間隔離中。眼光の鋭さあるが、過度な飲水要求は無い。私物要求等なく経過。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。食事は朝、全量、昼は2/3摂取。内服薬は朝はジクロフェナクのみ拒否あり、他は服用。昼は拒薬は無し。私物要求は無いが、陰部の消毒を希望している。しつこさは無い。活気の無さが見られているが、脱力感は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前午後の開放観察を実施。ドア蹴り、ドア叩き見られている。開放中も落ち着かず、早めに入室して頂いている。以後もドア蹴りは続いている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。入浴後、衣類についての要求頻回にあり、通らないと、一時的に妄言する事あるが、以後は、落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
　　　　　　
・見付　幸一様～両上肢と体幹身体拘束中。バイタルサインの異常はなく、胃管カテーテル自己抜去なし。血糖値も144mg/dlで安定している。声掛けに発語ないが、追視は見られている。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。バイタル異常無く、酸素飽和度の低下無し。胃管カテーテル弄り無く、疎通も良好。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。体動活発にあるが、危険行為は無い。不機嫌さ無く、引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～体温37.9～38.0℃で経過。クーリングで対応している。食事は介助で朝はエプリッチ全量飲み、昼は1/4摂取。むせ込みは無いが、飲み込みに時間を要している。声掛けに疎通はとれるが、自力体動は困難で介助を要している。






・伊藤　和子様～食事は差し入れの摂取が多く、数口のみで終えている。流延は持続。歩行はベット周囲は可能だが、トイレは介助を要している。
・松田　善治様～ベット上での体動が活発に見られ、介入要している。痰絡み無いが、吸引で白色から黄色痰多量に吸引している。ケア時の抵抗は見られているが、オムツ交換時は腰を上げて協力的。
・藤井　崇史様～ホールで懸垂したり、他者干渉見られている。コーヒー要求時、前の人をこずこうとする振りをしている。見守りにて、トラブルは無い。シャドウボクシングは無いが、オールバックにしている。
＜措置入院患者様ケース検討＞

・藤井　崇史様～家族の面会は無く、措置解除の検討にも家族の同意が得られていない状況。今後も引き続き家族への声掛け、支援をしていく。
